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研究要旨 

目的 

本研究の目的は、要介護への一次予防の一つとして、介護予防（健康増進）に関するチラ

シを配布することによる効果を検証することである。本報告では、配布方法の違いによる意

識・行動変容の差異を検討した。 

方法 

3 つの市町に対して、介護予防に関するチラシを①ポスティング、②広報誌への折込み、

③新聞折込みの 3 つの方法によって月に 1 回の頻度で配布した。12 ヶ月間（12 回）の配布

修了後に、郵送によるアンケートを実施した。 

結果 

ポスティングによる配布を行った A 市の分析対象者は 4,819 名（75.8±7.4歳）、広報誌へ

の折り込みを実施した B 市は 6,664 名（74.8±6.8歳）、新聞折り込みを実施した C 町は 2,088

名（77.5±7.9歳）であった。 

ポスティング配布を行った A 市で（1）本介護予防に関するチラシを見ていた高齢者は

44.8%、広報誌への折り込みを行った B 市では 93.7%、広報誌への折り込みを行った C 市

では 31.7%であった。なお、どのような形であってもチラシを見ていれば、約 50%の高齢

者の意識が変容し、約 35%には行動も変容していた。 

結語 

介護予防に関するチラシを 3 つの方法によって検討した。その結果、広報誌への折り込み

を行った地区で最も見ていた高齢者が多かった。なお、どのような方法で配布してもチラシ

を見ていれば、約 50%の高齢者の意識が変容し、約 35%には行動も変容していた。 

 

A. 目的  

本研究の目的は、要介護への一次予防

の一つとして、介護予防（健康増進）に

関するチラシを配布することによる効果

を検証することである。このようなポピ

ュレーション介入はあまり例が無い。昨

年度の報告において、配布地域と非配布

地域を比較した際に、身体活動量が増加

することを報告した。本報告では、配布

方法の違いによる意識・行動変容の  

 

差異を検討した。  

 

B. 研究方法  

3 つの市町に対して、介護予防に関す

るチラシを①ポスティング、②広報誌へ

の折込み、③新聞折込みの 3 つの方法に

よって月に 1 回の頻度で配布した。チラ

シは A4 片面カラーとして、毎月一つの特

集（サルコペニア、認知症、転倒予防な

ど介護予防関連）と当該月に開催してい

る市主催の健康イベントの告知（健康教

室、講演会、検診など）、それに健康に関



する記事を掲載した（図）。  

12 ヶ月間（12 回）の配布修了後に、郵

送によるアンケートを実施して、（1）本

介護予防に関するチラシを見ていたか？

（2）見ていた方のみに、介護予防のチラ

シを見て介護予防に対する意識が変わり

ましたか？（3）見ていた方のみに、介護

予防のチラシを見て生活習慣が変わりま

したか？という項目について調査した。  

 

C. 研究成果  

 ポスティングによる配布を行った A 市

の分析対象者は 4,819 名（75.8±7.4 歳）、

広報誌への折り込みを実施した B 市は

6,664 名（74.8±6.8 歳）、新聞折り込みを

実施した C 町は 2,088 名（77.5±7.9 歳）

であった。なお、ポスティングには 1 戸

1 回あたり 11.3 円、広報誌折り込みでは

4.3 円（折り込み代）、新聞折り込みでは

9.2 円（折り込み代）がそれぞれ必要とな

った（この費用については業者によって

異なるので、あくまで今回の作業による

もの）。  

 ポスティング配布を行った A 市で（1）

本介護予防に関するチラシを見ていた高

齢者は 44.8%であった。その中で、（2）

介護予防のチラシを見て介護予防に対す

る意識が変わった方は 58.5%、さらに（3）

介護予防のチラシを見て生活習慣が変わ

った方は 38.6%となった（表 1）。  

 広報誌への折り込みを行った B 市で

（1）本介護予防に関するチラシを見てい

た高齢者は 93.7%であった。その中で、

（2）介護予防のチラシを見て介護予防に

対する意識が変わった方は 51.8%、さら

に（3）介護予防のチラシを見て生活習慣

が変わった方は 39.9%となった（表 1）。 

広報誌への折り込みを行った C 市で

（1）本介護予防に関するチラシを見てい

た高齢者は 31.7%であった。その中で、

（2）介護予防のチラシを見て介護予防に

対する意識が変わった方は 45.6%、さら

に（3）介護予防のチラシを見て生活習慣

が変わった方は 32.6%となった（表 1）。 

 

D. 考察  

本結果より、どのような形であっても

チラシを見ていれば、約 50%の高齢者の

意識が変容し、約 35%には行動も変容す

ることが示唆された。なお、最も見た方

が多かったのが広報誌への折り込みであ

り、低かったのが新聞折り込みであった。

また、各自治体担当者からは、広報誌中

に記載するよりも、チラシを折り込んだ

方が、様々な事業への参加率が高いとの

報告を受けており、このようなチラシを

用いて継続的に啓蒙活動を実施すること

は重要であると考えられた。  

 

E. 結論  

 介護予防に関するチラシを 3 つの方法

によって検討した。その結果、広報誌へ

の折り込みを行った地区で最も見ていた

高齢者が多かった。なお、どのような方

法で配布してもチラシを見ていれば、約

50%の高齢者の意識が変容し、約 35%に

は行動も変容していた。  

 

F. 健康危険情報  

特筆すべき情報はない。  
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G. 知的所有権取得状況  

1. 特許取得  

 該当なし  

2. 実用新案登録  

 該当なし  

 

H. 知的財産権の出願・登録状況  

なし  

 



表 1: チラシ配布方法の違いによる比較  

 

 



図：配布したチラシ  

 



 



 



 

 



 



 

 



 



 



 



 



 



 

 



 


